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第1章 商標・ロゴ・大学名義について

本学では「大学名義」「シンボルマーク」「ロゴタイプ」は指定商標とな
り、無許可の使用、模倣の製作等によるブランドイメージの低下を防ぐた
め、使用する際は、一部の例外を除き、担当部署へ相談・申請が必要とな
ります。
使用者、使用目的、使用する商標によって、手続き内容が変わるため、本
書で利用時の手続き方法について確認してください。

医科歯科大学の商標・ロゴ・大学名義とは？

以下が対象となります。「名義」は、名称そのものを使うことが「商標の
利用」にあたります。

 はじめに

本大学の名義 ※
東京医科歯科大学

医科歯科大

本大学の名義 Tokyo Medical and Dental University
（TMDUと略す場合も含む。）

シンボルマーク ※

ロゴマーク ※

和文ロゴタイプ

欧文ロゴタイプ

その他の商標 ※

Visualized Medicine

RoboSurgeon

知と癒しの匠

Professionals with Knowledge and Humanity

※ は特許庁に出願し「商標権」を有する登録商標となります。
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許可された商標・ロゴ・大学名義は、自由に使っていい？

商標やロゴのサイズ・配置・組合せ方法には、規定があります。 『UIデ
ザインマニュアル』を参照し、使用案（イメージ図・掲載原稿を含む）を
作成してください。許可された案（商標を含む関連箇所の文言を含む）に
ついては、許可なく変更することは認められません。

相談・申請はどこに連絡すればいい？

使用する商標・ロゴ・大学名義の使用目的が「営利」か「非営利」かに
よって連絡先となる部署が異なります。以下を参照し、連絡先となる部署
を確認してください。

営利目的

非営利目的

電話番号： 03-5803-4014（内線 4014）
メールアドレス： kouhou.adm@tmd.ac.jp

総務秘書課広報係

電話番号： 03-5803-4012（内線 4012）
メールアドレス：sangaku2.adm@tmd.ac.jp

産学連携課産学連携第二係

教職員・学生なら商標・ロゴ・大学名義を好きに使用できる？

原則、商標・ロゴ・大学名義の使用については、手続き部署へ相談または
申請が必要となります。
手続き方法については、2章 商標・ロゴ・大学名義使用の手続き方法
（P.8）を参照してください。

無許可で使用した場合
市場価値の向上のため共同研究成果としての製品・サービスに大学商標の付与を希望する企業が増えて
います。
使用頻度・使用期間・影響範囲に問わず、無許可での使用を禁止（防止）しています。
無許可での使用が発覚した場合は、商標権侵害行為として差し止めや損害賠償請求することがあります。
教職員、学生の無断使用についても、学内諸規則により処罰の対象となり得ますので注意ください。

兼業で使用した場合
教職員が大学の業務とは別に個人的な業務（講演会やアドバイザー、営利企業の役員など）をする場合
は、報酬の有無に係わらず「兼業」になります。
兼業の一環で大学名義やロゴなどを使用することは、原則できません。

！
注意

電話番号： 03-5803-5077（内線 5077）
メールアドレス： kousei.adm@ml.tmd.ac.jp

学生支援事務室学生支援総括係

教職員・
企業等の学外者

学生

第1章 商標・ロゴ・大学名義について

https://www.tmd.ac.jp/files/topics/48771_ext_04_1.pdf
mailto:kouhou.adm@tmd.ac.jp
mailto:sangaku2.adm@tmd.ac.jp
mailto:kousei.adm@ml.tmd.ac.jp
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規則について知りたいが、資料はある？

規則・要項については、各書面で明記しています。リンクからPDFをダウ
ンロードして、確認ください。

 商標取扱規則
https://www.tmd.ac.jp/cmn/rules/houki/7hen/2shou/2setsu/7
2205syouhyoukisoku.pdf

 商標取扱細則（学内ページ）※学外の方は閲覧できません。
https://www2.tmd.ac.jp/cmn/rules2/houki/gakunai/nai72203s
youhyousaisoku.pdf

 大学の名義の使用許可に関する要項
https://www.tmd.ac.jp/cmn/rules/houki/3hen/1shou/1setsu/3
1121meigishiyou.pdf

 シンボルマーク、ロゴマーク及びロゴタイプ取扱規則
https://www.tmd.ac.jp/cmn/rules/houki/3hen/1shou/1setsu/3
1101rogo.pdf

 UIデザインマニュアル
https://www.tmd.ac.jp/files/topics/48771_ext_04_1.pdf

学外者が商標・ロゴ・大学名義を利用する場合は、どうすれば良い？

共同研究などで商標・ロゴ・大学名義を企業が利用する場合、企業や学外
（卒業生等）からも相談、申請することができますが、必ず学内（教職
員・学生）のカウンターパートと協議のうえ、担当部署に使用相談の連絡
をしてください。
詳細は、 2章 商標・ロゴ・大学名義使用の手続き方法（P.10）を参照
してくだい。

ライセンス料について
商標・ロゴ・大学名義の使用に伴いライセンス料が発生する場合があります。ライセンス料は販売高、
使用期間によって異なるため、担当部署へ相談する際に確認ください。

！
注意

第1章 商標・ロゴ・大学名義について

https://www.tmd.ac.jp/cmn/rules/houki/7hen/2shou/2setsu/72205syouhyoukisoku.pdf
https://www2.tmd.ac.jp/cmn/rules2/houki/gakunai/nai72203syouhyousaisoku.pdf
https://www.tmd.ac.jp/cmn/rules/houki/3hen/1shou/1setsu/31121meigishiyou.pdf
https://www.tmd.ac.jp/cmn/rules/houki/3hen/1shou/1setsu/31101rogo.pdf
https://www.tmd.ac.jp/files/topics/48771_ext_04_1.pdf
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第2章 商標・ロゴ・大学名義使用の手続き方法

 教職員・学生 手続きの流れ 1/2

目安時期 教職員・学生 産学連携課
産学連携第二係

総務秘書課
広報係

兼業での使用？

営利

非営利

相談内容 確認

共同研究契約等の
有無

次のページへ

該当

非該当

企業が営利目的
での使用？

営利

非営利

相談内容 確認

なし

「企業等の学外者
手続きの流れ」を
参照し、企業が手
続きします。

あり

「企業等の学外者
手続きの流れ」を
参照し、企業が手
続きします。

まずは、相談連絡を実施

まずは、相談連絡を実施

企業が営利目的
での使用？
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 教職員・学生 手続きの流れ 2/2

目安時期 教職員・学生 産学連携課
産学連携第二係

総務秘書課
広報係

使用開始日

非営利 使用

非該当

大学名義の使用？

該当

非該当
（ロゴ・シンボルマーク

の使用）

使用イメージ作成

相談内容 確認

受理・審査

使用許可

使用開始

申請書 不要

該当
（名刺、封筒など）

学生の場合は
学生支援事務室へ提出

：「別記様式1 東京医科歯科大学シンボルマーク等使用届」を用いて作成

否認

使用 不可

承認

第2章 商標・ロゴ・大学名義使用の手続き方法

使用者は学生？
該当

非該当

大学指定の定型
フォーム？

相談・申請 不要

申請書 必要

申請書※1

作成・申請

使用開始日
45日前※2

※1
※2：審査等により45日を超える場合もあります
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 企業等の学外者 手続きの流れ 1/2

目安時期 企業等の学外者 産学連携課
産学連携第二係

目的は？
営利

非営利

相談内容 確認
申請書 必要

申請書 不要申請書※1

作成・申請

使用イメージ作成

使用開始日

使用 相談

次のページへ

学内のカウンター
パート（研究者等）

使用 協議

使用の検討

：「別紙様式2-2 商標の使用申請書（営利目的）」を用いて作成
：利用条件についての契約または「別紙様式4 利用条件承諾書」を用いて作成
：審査等により45日を超える場合もあります

第2章 商標・ロゴ・大学名義使用の手続き方法

有償または無償
使用

使用許可書 発行

受理・
審査委員会 協議

承認

否認

使用 不可

契約書／承諾書※2

使用開始

※1
※2

使用開始日
45日前※3

※3
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 企業等の学外者 手続きの流れ 2/2

目安時期

使用開始日

非営利 使用

申請書 作成※1

使用イメージ作成

申請

相談内容 確認

受理・審査

使用許可

使用開始

シンボルマーク・
ロゴ 使用

申請書 不要
申請書 作成※2

申請

大学名義
使用

※1 ：「別記様式2 東京医科歯科大学シンボルマーク等使用願」を用いて作成

※2 ：「別紙様式1 名義使用許可申請書」を用いて作成

否認

使用 不可 承認

申請書 必要

第2章 商標・ロゴ・大学名義使用の手続き方法

総務秘書課
広報係企業等の学外者

使用開始日
45日前※3

※3 ：審査等により45日を超える場合もあります
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 使用案の作成
商標・ロゴ・大学名義の使用を担当部署へ相談する際は、事前に使用案
（イメージ図・掲載原稿を含む）を作成・準備してください。
使用案は手書きのラフデザインでも構いませんが、使用許可されたデザイ
ンを許可なく変更することは認められません。

使用案
特設ウェブサイト参加で使用するラフ案

参考

第2章 商標・ロゴ・大学名義使用の手続き方法
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 各種申請書類について

「商標規則」の附属様式申請書類の使用対象、使用目的、提出先、ダウン
ロード先を説明します。
別紙様式2-2 商標の使用申請書（営利目的）

使用対象：卒業生・企業等

使用目的：営利目的で商標・ロゴ・大学名義を
使用する場合

提出先 ：産学連携課 産学連携第二係

第2章 商標・ロゴ・大学名義使用の手続き方法

別紙様式1 名義使用許可申請書

使用対象：卒業生・企業等

使用目的：非営利目的で大学名義を使用する
場合

提出先 ：総務秘書課 広報係

規則 ダウンロードリンク
大学の名義の使用許可に関する要項

申請書 ダウンロードリンク
別紙様式1 名義使用許可申請書

参考

規則 ダウンロードリンク
商標取扱規則

申請書 ダウンロードリンク
別紙様式2-2 商標の使用申請書（営利目的）

参考

https://www.tmd.ac.jp/cmn/rules/houki/3hen/1shou/1setsu/31121meigishiyou.pdf
https://www.tmd.ac.jp/archive-tmdu/kouhou/meigi.docx
https://www.tmd.ac.jp/cmn/rules/houki/7hen/2shou/2setsu/72205syouhyoukisoku.pdf
https://www.tmd.ac.jp/archive-tmdu/kouhou/syohyo(eiri).docx
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別記様式2 東京医科歯科大学シンボルマーク等使用願

使用対象：卒業生・企業等

使用目的：非営利目的で商標・ロゴを使用す
る場合

提出先 ：総務秘書課 広報係

規則 ダウンロードリンク
シンボルマーク、ロゴマーク及びロゴタイプ取扱規則

使用願 ダウンロードリンク
別記様式2 東京医科歯科大学シンボルマーク等使用願

参考

第2章 商標・ロゴ・大学名義使用の手続き方法

別記様式1 東京医科歯科大学シンボルマーク等使用届

使用対象：教職員・学生

使用目的：非営利目的で商標・ロゴを使用する
場合

提出先 ：総務秘書課 広報係
※学生は学生支援事務室へ提出

規則 ダウンロードリンク
シンボルマーク、ロゴマーク及びロゴタイプ取扱規則

使用届 ダウンロードリンク
別記様式1 東京医科歯科大学シンボルマーク等使用届

参考

https://www.tmd.ac.jp/cmn/rules/houki/3hen/1shou/1setsu/31101rogo.pdf
https://www.tmd.ac.jp/files/topics/48770_ext_04_11.doc
https://www.tmd.ac.jp/cmn/rules/houki/3hen/1shou/1setsu/31101rogo.pdf
http://www2.tmd.ac.jp/cmn/soumu/kouhou/todoke.doc
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 相談・申請が不要なケース

以下の条件に該当する場合、担当部署への相談・申請は不要となります。

• 教職員がデザインマニュアル【アプリケーション】に記載されている
「大学指定の定型フォーム（封筒・名刺など）」を利用する場合

• 教職員、学生が非営利目的で大学名義のみを使用する場合
• 学生が履歴書や経歴書などに大学名義を記載する場合
• 本学との共同研究成果に基づくプレスリリースで、ロゴ・大学名義を使
用する場合（プレスリリースの相談は総務秘書課広報係へ）

• メディアからの取材などでロゴ・大学名義を使用する場合（取材の相談
は総務秘書課広報係へ）

相談・申請が必要となるケース
相談・申請が不要な条件であっても、条件に当てはまらないロゴやシンボルマークを組合せて使用す
る場合、相談・申請が必要となります。
また、ロゴ・シンボルマークを手書き、加工使用についても相談・申請が必要となります。

学生の大学指定の定型フォーム利用について
学生のデザインマニュアル【アプリケーション】に記載されている「大学指定の定型フォーム（封
筒・名刺など）」を利用する場合、「別記様式1 東京医科歯科大学シンボルマーク等使用届」を作成
し、学生支援事務室学生支援総括係に提出してください。

！
注意

第2章 商標・ロゴ・大学名義使用の手続き方法

https://www.tmd.ac.jp/files/topics/48771_ext_04_1.pdf


3. 事例集
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第3章 事例集

原則、商標・ロゴ・大学名義の使用は「2.商標・ロゴ・大学名義使用の手
続き方法」に記載の手続きの流れ、使用案・申請書の作成で進めますが、
使用の状況によって手続きが変わる場合があります。
本章ではイレギュラーとなる手続きを「事例集」としてまとめています。
これから手続きを行う場合の参考としてください。

 事例集について

相談のみで手続きが完結する事例

⇒使用の目的
ある技術について、企業と共同研究契約を結び、研究成果として新たな技術を開発
した。
新たな技術について、論文を発表し、客観的にデータの信頼性も確保されたため、
企業の製品のプロモーションとは明確に区分した形で、その技術だけを紹介するた
めのパンフレットを作成したいと考えている。
そのパンフレットに「東京医科歯科大学 ○○分野と共同研究を実施」と大学名義
を記載し、客観的データを含めて技術を紹介したい。

✔ 手続きの説明
 契約締結の事実等の公表
本学の教育・研究活動に関係する営利企業等と契約締結の事実等を営利企業等が
公表することについては、営利目的での使用に該当しません。
但し、この際に付随して本学のシンボルマークやロゴマークを使用する場合には、
使用届を提出願います（提出先は総務秘書課広報係へ）。
また、契約締結の事実等の公表を行うにあたっては、当該事実等を製品または
サービス等の営利目的に関連づけることや、本学の名を冠し誇大または誤った
メッセージが学外者に伝わると認める場合には、使用を差し止めることがありま
す。

 診療や医療技術などの知見や成果について啓発する目的である場合
「東京医科歯科大学〇〇講座〇〇教授の教育活動による成果」、「東京医科歯科
大学附属病院〇〇診療科〇〇教授による成果」等の事実に基づく表示

 企業が発行するテクニカルレポート（製品の使用例をまとめた技術資料）へ、
当該機器を利用して得たデータを教職員が提供する場合

一般的な販促資料として当該製品への購入を誘引するようなものでなく、客観的
で科学的なデータの提供とその出自を明記するものである場合、営利目的での使
用に該当しません。

事例
1
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商標・ロゴ・大学名義
使用マニュアル

©東京医科歯科大学 2023/03/24

第3章 事例集

教職員が個人的に大学名義を使用する場合

⇒使用の目的
大学の業務ではなく、個人的な講演を行うことになり、講演で使用するプロフィー
ルに「大学名義」を使用したいが、申請すれば利用できる？

✔ 手続きの説明
大学の業務ではないため、「兼業」という扱いになります。「兼業」の場合、大
学名義、ロゴ、シンボルマークの使用は、原則できません。使用する場合は手続
き部署へ相談または申請が必要です。
しかし、講演等で自己紹介の際に経歴として大学名義を使用することは問題あり
ません。
判断に迷う場合、ご相談ください。

事例
2

使用が認められない・申請が必要な場合
• 企業の製品とは切り離さず、製品やサービスの販売促進に直結する場合は、「相談」により事

実確認できれば使用が認められることがあります。
• 「大学が認めた製品」など誤解を招く表現が記載される場合、大学名義の使用は認められませ

ん。
また、「東京医科歯科大学と共同研究を実施」など分野名の記載がない場合も「大学が認めた
製品」と捉えられる表現となるため、使用は認められません。

• 技術紹介が「魔法の技術」など客観的データに基づかない表現を記載している場合、大学名義
の使用は認められません。

！
注意
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